
日
本
遺
産

天皇に代わり伊勢神宮に仕えた皇女・斎王の宮殿と斎宮寮と呼
ばれた役所の跡。古代から中世にかけて 660 年間続いたとい
われ、当時は 500 人を超える官人が勤めており、天照大神に
仕える斎王ただ一人を支えていた。

斎宮跡

斎宮跡の発掘調査では、当時の宮
廷で使われていた緑色に発色する
焼き物の緑

りょく

釉
ゆう

陶
とう

器
き

や、文字や記号
などが墨書きされた墨

ぼく

書
しょ

土
ど

器
き

、祭
祀用具など数多くの出土品があ
り、斎宮の華やかな生活を裏付け
ている。

斎宮跡出土品

聖なる領域の入口に流れる
川が祓川です。斎王は、こ
の川で最後の禊を行って斎
宮に着任した。

祓川

1011

源氏物語の「竹河」帖には、竹川にある花
園を舞台にした場面が登場します。斎王が
生きた時代、このあたりは川にほど近かっ
たため、斎宮からは花園を一望できたので
はないかと言われている。

竹川の花園
斎王の宮殿があったとされる神聖な場所。
平安時代、祈りの拠点であったこの地が、
現在でも地元の神社として信仰され、祈り
の精神が伝えられている。

竹神社（野々宮）

倭姫命の真名鶴伝説が由来。神嘗
祭に初穂の稲束を伊勢神宮の内玉
垣に懸け、国の永遠の繁栄を祈る

「懸税（カケチカラ）」行事の発祥
の地。

カケチカラ発祥の地

斎王の宮殿があったと語り継がれ、斎宮のシ
ンボル的な森として地元の人々によって守ら
れてきた。

斎王の森

天照大神の御杖代として各地を
巡幸した倭姫命がこの地に滞在
の際に造ったとされる宮跡。現
在はのどかな田園風景が広が
り、唯一「竹佐々夫江旧跡」と
刻まれた石碑が、伝説の地の存
在を物語っている。

佐々夫江行宮跡

倭姫命が天照大神の鎮座場所を探し求め、この地にたどり着いたとされる。古代
の多くの歌に「枕詞」としても使われた景勝地。

大淀

　

文
化
庁
が
新
た
に
創
設
し
た
制
度
「
日
本
遺
産
」に
、
明
和
町
が
申
請
し
た
「
祈
る
皇
女
斎
王
の
み
や
こ 

斎
宮
」
が
平
成
27
年
４
月
24

日
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
遺
産
と
は
、地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
通
じ
て
我
が
国
の
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
認
定
す
る
と
と
も
に
、ス
ト
ー

リ
ー
を
語
る
上
で
不
可
欠
な
魅
力
あ
る
有
形
・
無
形
の
文
化
財
群
を
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
総
合
的
に
整
備
・
活
用
し
、
国
内
外
に
発

信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
制
度
で
す
。

「
祈
る
皇
女
斎
王
の
み
や
こ 

斎
宮
」

　

古
代
か
ら
中
世
に
わ
た
り
、
天

皇
に
代
わ
っ
て
伊
勢
神
宮
の
天
照

大
神
に
仕
え
た
「
斎
王
」
は
、
皇

女
と
し
て
生
ま
れ
な
が
ら
、
都
か

ら
離
れ
た
伊
勢
の
地
で
、
人
と
神

と
の
架
け
橋
と
し
て
、
国
の
平

安
と
繁
栄
を
願
い
、
神
へ
の
祈
り

を
捧
げ
る
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。

　

斎
王
の
宮
殿
で
あ
る
斎
宮
は
、

伊
勢
神
宮
領
の
入
口
に
位
置
し
、

都
さ
な
が
ら
の
雅
な
暮
ら
し
が
営

ま
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
元
の
人
々
に
よ
っ
て
神
聖
な
土

地
と
し
て
守
り
続
け
ら
れ
て
き
た

斎
宮
跡
一
帯
は
、
日
本
で
斎
宮
が

存
在
し
た
唯
一
の
場
所
と
し
て
、

皇
女
の
祈
り
の
精
神
を
今
日
に
伝

え
て
い
ま
す
。

日
本
遺
産

認
定
ス
ト
ー
リ
ー

斎王が伊勢神宮で神事に奉仕する「三節祭」のうち、神
嘗祭のために８月晦日にこの場所で禊

みそぎ

を行っていた。

斎王尾野湊御禊場跡

「伊勢物語」には、在原業
平と斎王の恬

やす

子
こ

内
ない

親
しん

王
のう

が
モデルといわれる恋物語
が書かれており、再び会
いたいと願った業平でし
たが尾張国に行かねばな
らず、2 人は別れを惜し
み、この松の下で歌を詠
み交わしたとされている。

業平松
斎宮で亡くなった斎
王、隆子女王の墓。
現在は宮内庁が管理
しており、1000 年
を経た今も深い木々
の中で清楚なたたず
まいを見せている。

隆子女王の墓


